
日

。

0 郷土を愛し，明るい
市づくりにつとめる。

0，.学校@家庭@社会の教育において郷土を愛する心
を培う。

市づくりの権利と責任が市民一人一人にあること

をお互いに自覚する。(大洲市民憲章)

昭和 51年10月20 第 248号

〆9月末日現在¥
38，592人(住民基本台帳)

、による r 

男 18，456人前月比 +52
女 20，136入+9 
世帯数 10，596世帯 十 9

面積 240.93平方キロメートル

発行大洲市役所

編集企画広報課

(1) 

市の人口

4期

平
小
学
校
々
A
一回

大
淵
+
用
問
中
学
校
特
別
教
室

税険

と
も
に
完
成

{果

か
ね
て
建
設
を
進
め
て
い
た
、
平
小

学
校
の
校
畠
弓
水
泳
プ
1
ル
、
体
育
館

と
大
洲
南
中
時
十
校
特
別
教
室
が
完
成
し

11月の納税

ふるさとのよさを伝え，伝統行事を育てていくた

めに，第29回商工まつりを次のとおり行いますから

¥なさんのご参加並びにご支援をお願いします。 そ
れ
ぞ
れ
落
成
を
杓
い
ま
レ
た
。

平
小
学
校
々
舎
は
、
鉄
筋
コ
シ
ク
D

1
ト
三
階
建
て
延
べ
面
積
千
一
一
百
八
十

所

市民会館広場

場日(時間|

10.2山~19 …市花展
12.00~18.001商庖宣伝車パレード

リ11まつり写真展
9.00~17.001 I;J、中学生書道展

切手展並びに即売会

事行月

市内・郡内一円10.29 

成
祝
う

八
平
方
メ
ー
ト
ル
、
普
通
教
室
六
、
特

別
教
室
は
理
科
室
な
ど
豆
室
が
あ
り
、

工
費
約
八
千
五
百
万
円
。

水
泳
プ
1
ル
は
面
積
約
六
百
三
!
?
七

平
方
メ
ー
ト
ル
、
二
十
五
メ
ー
ト
ル
五

コ
1
ス
、
機
械
室
、
更
衣
室
、
シ
ャ
ワ

ー
室
、
倉
庫
な
ど
が
整
備
さ
れ
て
、
工

費
約
平
六
百
万
円
。

ま
た
、
体
育
館
は
、
鉄
骨
づ
く
り
一

部
地
下
一
階
建
て
五
百
三
十
二
平
方
メ

ー
ト
ル
、
工
費
約
三
千
八
百
万
円
の
三

施
設
が
完
成
。
十
月
七
日
関
係
者
約
百

三
十
人
が
参
集
し
て
落
成
式
と
併
せ
て

同
校
開
校
百
周
年
記
念
式
典
を
行
い
ま

レ
た
匂大
洲
南
中
学
校
特
別
教
室
は
、
鉄
筋

三
階
地
下
一
階
建
て
延
べ
約
五
百
平
方

メ
ー
ト
ル
、
一
階
が
L
L教
室
、
=
階

美
術
室
、
=
一
階
音
楽
室
、
地
下
は
体
育

部
室
、
工
貿
約
二
千
九
百
九
十
八
万
円

で
完
成
。
十
月
九
日
父
兄
の
授
業
参
観

日
と
併
せ
て
特
別
教
室
の
落
成
を
祝
い

ま
し
た
。

十
一
月
七
日
に
市
民
運
動
会

平小学校々舎

深
ま
り
ゆ
く
秋
の
一
日
を
、
ス
ポ
ー

ツ
を
通
じ
て
市
民
相
互
の
友
愛
を
深
め

体
力
づ
く
り
を
し
よ
う
と
、
こ
の
ほ
ど

平
野
町
に
完
成
し
た
総
合
運
動
会
闘
で

市
民
運
動
会
を
次
の
と
お
り
開
催
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
旭
区
対
抗
や
団
体

競
技
な
ど
、
大
ぜ
い
の
市
民
の
か
た
が

参
加
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
競
技
内
容

も
多
彩
で
、
ご
期
待
に
添
え
る
も
の
と

思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
場
は
二
ー
ヤ
七
ヘ
ク
タ
ー
ル

に
お
よ
ぶ
大
規
模
の
運
動
公
園
に
新
設

完
備
さ
れ
た
陸
上
競
技
場
の
開
場
を
記

念
す
る
大
会
で
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
う
え
と
参
観
い
た
だ
き

完成した
市民会館

大洲郵便局

'....' I商工会議所

中央公民館

// 

肱北河原

市内一円13.00~15.001県警音楽隊屋外演奏会

高校生ブラスパンド
小学生鼓笛隊ノfレード

9.30~17.001市民生活展

// 

9.00~18.001植木展

11.00~12.001 開幕式

9.00~17.001市民文化展

H 

11.1~4 

11.1~5 

1/ 

11.2~4 

11.2 

11.1 

11 

ご
声
援
を
お
ね
が
い
し
ま
す
。

と
き
+
一
月
七
日
(
日
曜
日
)

午
前
九
時
半
か
ら

と
と
ろ
運
動
公
園
陸
上
競
技
場

(
大
洲
市
平
野
町
)

な
お
、
会
場
行
き
の
無
料
パ
ス
を
、

市
民
会
館
前
か
ら
次
の
時
間
帯
に
運
行

し
ま
ず
か
ら
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

会
場
行
き

午
前
九
時
I
Fヤ
時

午
前
+
一
時
半

t
十
二
時
半

帰
り
(
市
民
会
館
前
ま
で
)

午
後
三
時
半

t
四
時
半

※
当
日
雨
天
の
と
き
は
十
一
月
十
四

日
(
日
)
に
延
期
と
な
り
ま
す
。

市民会館

市民会館広場ほか

9.00~16.001商工会議所 |大洲コツレフ場
親善コツレフ大会

市内一円

1/ 

// 

10 圃 00~12.001子供みこし

13.00~16.00i八幡神社お練り

15.00~18.001大洲ばやし競演大会

13.00-16.001太鼓まつり

1l .3~4 

11.4 

11.5 

11.3 

// 

け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
検
査
を
受
げ
な
い
計
量
器
を
商

品
の
取
り
引
き
に
使
用
す
る
と
法
律
に

よ
っ
て
罰
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

な
お
、
「
光
電
式
は
か
り
」
を
お
持

ち
の
か
た
は
訪
問
検
査
を
行
い
ま
す
の

で
、
検
査
前
日
ま
で
に
商
工
観
光
課

(
電
話
回
1
二
一
一
一
内
線
二
二
五
)

へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

計
量
器
の
定
期
検
査
を
次
の
日
程
で

行
い
ま
ず
か
ら
、
商
品
取
り
引
き
に
使

用
さ
れ
る
計
量
器
は
す
べ
て
検
査
を
受

器定期検査日程

月日 時間 検査場所 月日 時間 検査湯所

11/8 11時~ 上須戒公民館 12 13時~ 蔵川中学校128寺 14日寺

ク
13日寺~ 八多喜公民館 15 11時~ 南久米連絡所150寺 12日手

9 11時~ 三善連絡所 。 13時~ 平野連絡所12B寺 15日寺

イシ
13時~ 菅田連絡所 16 11時~ 大洲市民会館15時 16日、子

10 11時~ 柳沢連絡所 17 11時~ 中村天理教会12日寺 15H，¥' 

。 13時~ 田処公民館 18 111時~ 喜多小学校14時 16H寺

11 11時~ 新谷連絡所 19 11日寺~ 旧大洲公会堂158寺 16B寺

12 lla寺~ 大成中学校m寺

量計ー
心
と
心
の
ふ
れ
合
い
を
十

『
一
一
一
世
代
の
襲

市
内
の
老
人
と
婦
人
。
青
年
の
代
表

に
よ
る
「
一
一
一
世
代
の
つ
ど
い
」
が
九
月

二
十
五
日
、
二
十
六
日
の
二
日
間
国
立

Ib 

大
洲
青
年
の
家
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
集
団
的
研
修
の
場
宇
佐
通
b
て

教
養
の
向
上
と
三
世
代
の
相
互
理
解
を

深
め
、
併
せ
て
必
身
の
健
康
増
進
に
努

め
よ
う
と
、
老
人
ク
ラ
ブ
代
表
六
十
一

人
@
嬬
人
会
行
表
三
十
六
人
・
青
年
団

代
表
十
人
@
世
話
役
の
福
祉
事
務
所
a

社
会
福
祉
協
議
会
・
公
民
館
な
ど
か
ら

十
一
ニ
人
の
計
百
二
+
人
が
参
加
し
ま
し

た。
「
現
代
に
お
け
る
世
代
的
役
割
」
を

一7
1
マ
に
県
教
青
委
員
会
社
会
教
育
推

進
員
約
口
菊
子
先
生
の
講
義
の
あ
と
、

各
世
代
代
表
=
一
人
に
よ
る
問
題
提
起
が

あ
り
、
活
発
な
意
見
の
交
換
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
夜
の
交
歓
会
は
、
青

年
の
家
専
門
職
員
の
指
導
で
、
犬
訓
。

喜
多
e

蔵
川
各
小
学
校
の
児
童
で
組
織

さ
れ
た
「
大
開
カ
ル
タ
会
」
の
子
供
た

ち
と
歌
や
ゲ

1
ム
で
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
す
な
ど
の
有
意
義
な
集
い
を
行

い
、
二
十
六
日
の
思
過
ぎ
解
散
い
た
し

ま
し
た
。

成

人

病

シ

リ

ー

ズ

問

動

熱心に研修する三世代の参加者たち

脳
卒
中
に
も
必
臓
発
作
に
も
共
通
の

基
慌
に
な
る
も
の
と
し
て
高
血
圧
と
動

脈
硬
他
が
あ
り
ま
す
。
前
回
高
血
匡
に

つ
い
て
述
べ
た
の
で
今
回
は
動
脈
硬
化

に
つ
い
て
述
べ
て
み
ま
す
。

栄
養
分
と
一
緒
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
と
か
中
性
脂
肪
と
か
い
う
物
質
も
血

管
内
を
通
過
し
、
血
淑
の
中
に
適
正
に

保
た
れ
て
い
ま
す
が
、
年
を
と
る
に
し

た
が
っ
て
血
管
の
墜
に
た
ま
っ
て
い
き

ま
す
。こ
の
状
態
が
ひ
ど
く
な
る
と
、
動
脈

は
厚
く
硬
く
も
ろ
く
な
っ
て
、
血
液
の

通
り
道
か
せ
ば
め
ら
れ
ま
す
a

こ
れ
か
動
脈
の
中
で
も
、
か
ゆ
状
硬

化
と
呼
ば
れ
、
欧
米
人
に
多
い
も
の
で

す
。
乙
の
か
ゆ
状
硬
化
に
よ
っ
て
血
管

は
、
血
液
を
送
る
力
を
普
通
以
上
に
出

さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
高
血
圧
を

招
き
ま
す
。

一
方
日
本
人
に
は
、
細
動
脈
硬
化
と

呼
ば
れ
る
型
が
多
く
、
こ
れ
は
血
圧
が

高
く
な
っ
た
結
果
、
全
身
の
細
い
動
脈

が
硬
化
レ
て
く
る
も
の
で
す
。

日
本
人
の
脳
翠
中
は
ほ
と
ん
ど
細
動

脈
硬
化
が
基
盤
と
な
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

。
動
脈
硬
化
の
予
防
法

動
脈
硬
化
の
予
防
、
進
行
阻
止
の
ポ

イ
ン
ト
を
簡
単
に
ま
と
め
て
み
ま
す
と 日辰

硬

イヒ

川
高
血
圧
の
+
分
な
管
理
と
治
療

同
一
品
脂
血
症
の
早
期
発
見
と
治
療

ω糖
尿
病
の
半
分
な
管
理
と
治
療

判
ス
ト
レ
ス
の
除
去

同
ふ
と
り
す
ぎ
を
招
く
条
件
の
除
去

制
食
べ
す
ぎ
(
カ
ロ
リ
ー
過
剰
)
動
物

性
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
、
糖
分
の
と
り

す
ぎ
を
避
け
る

付
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
多
い
食
品
を
避

り
植
物
性
の
脂
肪
を
主
体
と
す
る

判
毎
日
適
度
の
運
爵
を
す
る

例
タ
バ
コ
の
制
限
を
す
る
な
ど
で
す
。

以
上
の
い
ろ
い
ろ
な
注
意
を
守
る
と

と
に
よ
り
動
脈
硬
化
の
進
行
を
阻
止

す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

と
れ
ら
の
注
意
は
早
け
れ
ば
阜
い
ほ

ど
よ
く
、
二
十
歳
砕
い
か
ら
で
も
早
す
ぎ

る
乙
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日
月
別
日

日
月
3
日
7
日
日目白
幻
日
竹山白
羽
目

診
療
時
趨

中
央
病
院
④
4
5
5
1

加
声
医
院
④
5
1
0
1

中
央
病
院
④
4
5
5
1

大
洲
病
院
④
2
1
5
1

中
央
病
院
④
4
5
5
1

8
時
学
1
げ
時

奉
仕
の
日

日目、
j

み
ん
な
で
地
域
を

韓
日
一
一
美
し
く
し
ま
し
ょ
う

引
引
家
躍
の
日

i
月

家

族

で

あ

い

さ

つ

を

ー

交

わ

し

ま

し

ょ

う

大
洲
市
青
少
年
問
題
協
議
a

県
民
た
す
け
あ
い
総
参
加
運
動

大

洲

市

推

進

協

者

宏

一

一

お
年
寄
り
と

税

金

国
で
は
、
社
会
保
障
制
度
を
充
実
す

る
た
め
、

4
h
齢
年
金
の
引
き
上
げ
や
、

老
人
ホ

1
ム
の
拡
充
な
ど
に
力
を
入
れ

て
い
ま
す
が
、
税
金
の
面
で
も
お
年
寄

り
の
た
め
に
、
所
得
税
法
上
で
有
利
な

特
典
を
設
け
て
優
遇
し
て
い
ま
す
。

一
本
人
が
受
け
ら
れ
る
特
典

六
十
五
歳
以
上
で
所
得
金
額
が
、

一
千
万
円
以
下
の
お
年
寄
り
に
は
次

の
持
典
が
あ
り
ま
す
。

ハ
門
老
年
者
控
除
一
十
十
万
円

同
老
年
寄
年
金
持
別
控
除
七
十
八

万
同
(
国
民
年
金
や
恩
給
な
ど
公

的
年
金
に
適
用
)

二
お
年
寄
り
を
扶
養
し
て
い
る
人
が

受
け
ら
れ
る
持
典
、

扶
養
親
族
の
う
ち
老
人
扶
養
親
族

の
条
件
に
あ
て
は
ま
る
場
合
三
十
二

万
円
(
一
般
の
扶
養
控
除
は
二
+
六

万
円
)

そ
の
ほ
か
、
詳
し
い
乙
と
は
税
務
署

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

き
れ
い
な
選
挙

は
み
ん
な
の
願

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
が
選
挙
区
内

の
人
に
寄
付
を
す
る
こ
と
は
、
選
挙
に

関
係
あ
る
な
し
に
か
か
わ
ら
ず
禁
止
さ

れ
て
い
ま
す
。

乙
ん
な
と
と
は
違
反
と
な
り
ま
す
。

O
お
中
元
や
お
歳
暮
を
贈
る
と
と

O
結
婚
式
の
と
き
お
祝
い
の
お
金
や
品

物
を
贈
る
こ
と

O
開
庖
祝
い

y
花
輪
を
贈
る
こ
と

O
お
葬
式
の
と
き
香
典
や
花
輪
を
贈
る

と
と

O
町
内
会
や
老
人
ク
一
ブ
プ
の
集
ま
り
に

お
金
や
お
冊
聞
を
贈
る
と
と

O
選
挙
区
か
ら
の
陳
情
者
な
ど
に
食
事

や
飲
み
も
の
を
だ
レ
た
り
、
お
み
や

げ
を
あ
げ
る
ζ
と

政
治
家
や
候
補
者
な
ど
に
お
祭
り
や

運
動
会
な
ど
の
寄
付
を
ね
だ
る
と
と
は

法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

政
治
の
主
覆
は
あ
な
た
で
す
。
「
贈

ら
な
い
」
「
も
ら
わ
な
い
」
「
求
め
な

い
」
の
三
な
い
運
動
の
輸
を
ひ
ろ
げ
、

金
の
か
か
ら
な
い
き
れ
い
な
選
挙
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。



ょ
う
」
出
発
な
意
見
の
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
・
午
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
は
各
老
人
ク
一
フ
プ
代
表
に
よ
る
歌

や
詩
町
大
洲
青
年
会
議
所
会
員
に
よ

る
勇
壮
な
臥
龍
太
鼓
の
披
露
な
ど
が
あ

り
、
大
会
に
花
を
添
え
ま
レ
た
・

表
彰
者
は
次
の
か
た
が
た
で
す

(
敬
称
賂
順
不
同
)

。
市
長
表
彰

社
会
の
進
展
は
、
生
活
水
準
の
向
上
ら
連
帯
レ
て
推
進
レ
ょ
う
と
、
去
る
九

一
、
老
人
福
祉
功
労
者

や
物
に
よ
る
豊
か
さ
を
も
た
ら
レ
た
反
月
三
十
日
中
央
公
民
館
に
市
建
藷
祉

玉
井
水
澄
(
新
谷
)
マ
笹
山
勅
滋

園
、
社
会
構
造
の
変
化
な
ど
に
よ
っ
て
協
議
会
ほ
か
二
十
一
団
体
の
代
表
者
約

(
大
洲
)
マ
水
本
徳
重
郎
(
八
多

社
会
の
連
帯
感
が
う
す
れ
、
共
同
社
会
八
十
人
が
参
集
し
て
、
「
県
民
た
す
け

喜
)
マ
安
岡
金
弥
(
新
谷
)
マ
竹

の
機
能
が
低
下
し
て
多
く
の
問
題
が
生
あ
い
総
参
加
運
語
大
判
市
推
進
協
議
会

田
誠
豆
郎
(
蔵
川
)

じ

て

お

り

ま

す

。

」

が

設

立

さ

れ

ま

し

た

。

二
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

真
の
社
会
福
祉
を
実
現
す
る
た
め
に
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に
、
市
民
総

下
新
(
含
武
寿
会
、
代
表
山
中
重
雄

は
、
福
祉
施
策
の
広
大
充
実
や
ポ
一
フ
シ
ぐ
る
み
で
乙
の
運
動
が
推
進
で
き
ま
す

三
、
ね
た
き
り
老
人
看
護
優
良
者

テ
ィ
ア
活
動
な
ど
の
推
進
が
た
い
せ
つ
よ
う
、
み
な
さ
ん
の
温
か
い
と
理
解
と

柳
田
ヨ

D
ノ
(
柳
沢
)
マ
東
野
幸

で

す

。

と

協

力

を

お

願

い

レ

ま

す

・

こ
の
た
び
、
愛
媛
県
主
唱
に
よ
り
、
な
お
、
当
日
選
ば
れ
た
推
進
協
議
会
大
洲
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
(
玉
井
キ
ハ
さ
ん
の
表
彰
と
、
米
寿
を
迎
え
た
吉
(
南
久
米
)
マ
西
国
マ
ツ
コ

「
県
民
た
す
け
あ
い
総
参
加
運
動
」
が
の
役
員
は
次
の
か
た
が
た
で
す
・
水
澄
会
長
)
主
催
の
「
第
十
一
ニ
聞
大
開
小
野
道
哉
さ
ん
ら
五
+
六
人
に
村
上
市
(
市
木
)

隼
め
ら
れ
る
と
と
に
な
り
、
当
市
に
お
(
敬
称
略
)
市
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」
が
九
月
十
七
日
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
来
。
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

さ
ま
レ
て
も
、
市
民
す
べ
て
の
か
た
が
会
長
太
田
雲
市
社
会
福
祉
協
大
洲
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
ま
賓
祝
辞
の
あ
と
、
愛
媛
県
文
化
婿
保
護
一
、
老
人
福
祉
功
労
者

社
会
奉
仕
活
動
を
溜
解
レ
、

ζ
れ

に

参

議

会

長

し

た

・

協

会

常

任

理

事

、

平

松

勝

太

郎

先

生

の

宿

岡

八

百

蔵

(

中

村

)

弧
レ
て
円
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
事
副
会
長
平
塚
平
秋
市
区
長
会
長
大
会
に
は
市
内
老
人
ク
ラ
ブ
(
会
員
「
風
と
雲
と
虹
と
大
淵
」
と
暗
唱
す
る
記
二
、
優
良
老
人
ク
ラ
ブ

む
の
輸
を
広
げ
、
必
豊
か
な
地
域
づ
く
グ
米
沢
フ
サ
ノ
市
連
合
婦
人
=
一
、

O
七
史
)
か
ら
約
干
人
が
参
加
念
講
演
と
、
全
体
会
で
は
四
人
の
代
表
長
谷
育
雲
代
表
菊
地
茂
道

り
を
進
め
る
た
め
に
、
従
来
各
団
体
色
会
長
し
老
人
福
祉
功
労
者
ゃ
、
ね
た
き
り
老
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
状
況
や
、
@
老
人
福
祉
及
び
老
八
ク
ラ
ブ
功
労
者

と
に
一
行
?
で
お
り
ま
し
た
積
祉
活
動
幹
事
田
丸
草
市
民
生
児
童
委
人
看
護
後
良
者
等
の
表
彰
が
あ
り
今
年
意
見
発
表
が
あ
り
「
高
福
祉
に
甘
え
る
池
田
鶴
雄
(
新
谷
)
マ
松
凹
正
春

を
、
そ
の
団
体
の
個
性
を
一
生
か
レ
な
が
員
協
議
会
百
歳
を
迎
え
る
大
洲
市
大
洲
の
上
野
カ
乙
と
な
く
、
自
ら
健
康
管
理
に
注
意
し
(
田
口
)
マ
坂
口
元
市
〈
田
口
)
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後
一
段
の
努
力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
・
九
月
定
例
市
議
会
は
、
九
月
二
+
一
四
万
七
千
円
で
累
計
は
五
十
二
億
二
千

私
は
ま
こ
と
に
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
日
開
会
、
十
二
日
閣
の
会
期
で
社
会
教
五
百
十
一
万
一
干
円
と
な
り
ま
す
。

議
員
各
位
及
び
三
万
八
平
市
民
の
総
血
管
育
セ
ン
タ
ー
建
設
費
、
道
路
整
備
事
業
そ
の
う
ち
歳
出
の
お
も
な
も
の
は
、

を

十

分

尊

重

し

、

議

会

の

運

営

に

て

い

費

な

ど

七

億

民

生

費

八

四

、

七

八

九

千

円

身

す

る

所

存

で

あ

り

ま

す

・

四

千

六

百

二

同

和

対

策

事

業

質

何

と

ぞ

み

な

さ

ま

の

い

っ

そ

う

の

と

+

四

万

七

千

農

林

水

産

業

費

一

0
0、
四
一
七
干
円

援

聞

と

ご

べ

ん

た

つ

を

賜

り

ま

す

よ

う

円

の

一

般

会

養

撤

回

地

育

成

パ

イ

ロ

ッ

ト

事

業

費

お

願

い

申

し

上

げ

、

は

な

は

だ

簡

単

で

計

補

正

予

算

広

域

営

農

団

地

農

道

整

備

事

業

費

あ

り

ま

す

が

、

私

の

就

任

の

ご

あ

い

さ

や

文

化

財

保

土

木

費

一

ご

七

、

三

四

九

干

円

つ

と

い

た

し

ま

す

。

護

条

例

等

の

市

道

改

良

舗

装

工

事

費

、

清

士

山

公

一
部
を
改
正
圏
整
備
事
業
費

す
る
条
例
、
教
育
費
=
一
三
八
、
五
O
一
干
円

公
民
館
建
築
工
事
費
、
博
物
館
建
築

総
合
計
画
基

工
事
費

本
構
想
な
ど

半
二
議
案
を

原
案
ど
お
り

司
決
レ
、
請

願
、
陳
情
な

ど
所
要
の
決

定
を
し
て
半

月
二
日
開
会

し
ま
し
た
。

可
決
し
た

お
も
な
も
の

は
次
の
と
お

‘ 日

大
洲
市
議
会
議
長

也、

。昭和 51年 10月 2辛反Fまえ司王

あ

い

-.. 
t.... 
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紙
上
を
か
り
で
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し

上
げ
ま
す
。

私
は
、
九
月
定
例
市
議
会
に
お
き
ま

レ
て
、
は
か
ら
ず
も
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
大
洲
市
議
会
議
長
の
職
に
つ

く
と
と
に
な
り
ま
し
た
.
と
の
乙
と
は

私
の
身
に
余
る
光
栄
と
存
じ
て
お
り
ま

す
.も
と
よ
り
、
み
ず
か
ら
の
浅
学
非
才

を
か
え
り
み
、
内
心
じ
く
じ
た
る
も
の

が
ご
ざ
い
ま
す
が
、
ご
推
挙
を
受
げ
ま

し
た
の
で
、
み
な
さ
ま
が
た
の
厚
い
と

接
関
と
と
べ
ん
た
つ
に
よ
り
ま
レ
て
、

市
政
の
推
進
と
同
滑
な
議
会
運
営
の
た

め
に
、
懸
命
に
努
力
レ
、
み
な
さ
ま
の

と
期
待
に
添
い
た
い
と
覚
悟
し
て
い
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。

さ

つ城
ノ
戸
正
行

わ
が
大
洲
市
議
会
は
、
市
の
発
展
と

市
民
福
祉
の
向
上
を
呂
ざ
し
努
力
を
続

け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
日
下
当
面
す

る
大
洲
市
政
は
、
幾
多
の
重
要
案
件
が

あ
り
ま
し
て
、
乙
れ
が
解
決
に
は
、
今

ー・1、
、ー

あ

大
洲
市
議
会
副
議
長

今
回
は
か
ら
ず
も
議
員
各
位
の
ご
推

ば
ん
に
よ
り
ま
し
て
、
大
洲
市
議
会
副

議
長
の
職
を
つ
と
め
る
と
と
に
な
り
ま

し
た
。
こ
の
う
え
も
な
い
光
栄
と
存
。

感
激
レ
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
・

同
時
に
、
そ
の
任
務
の
重
大
さ
を
痛

感
し
て
お
り
、
微
力
な
私
が
、
み
な
さ

幹
事

部
会
長

康
文
一
道
市
共
同
募
金
会

理
事
市
老
人
ク
ラ
ブ

// 

玉
井
水
澄

盛

会

だ

て〉

運
合
会
長

山
中
重
雄
市
公
民
館
連
絡

協
議
会
長

南
丙
哲
市
連
合
青
年
団

長

櫛
部
佐
敏
市
P
T
A連
合

会
長

大
野
淳
子
市
母
子
福
祉
連

合
会
長

乙
の
会
の
事
務
局
は
、
大
洲
市
社
会

福
祉
協
議
会
内
に
設
置
さ
れ
て
お
り
ま

す。 撃// 監
事

// 
7こ

老
人
ク
ラ
ブ
大
会

さ

つ
堺

忠

ま
の
と
期
待
に
添
い
得
る
か
ど
う
か
心

配
し
て
お
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、

幸
い
人
格
識
見
と
も
に
卓
越
さ
れ
た
城

ノ
戸
議
長
の
も
と
で
あ
り
ま
す
の
で
、

同
僚
議
員
の
と
ベ
ん
た
つ
を
は
じ
め
、

市
民
各
位
の
絶
大
な
る
ご
支
援
に
よ
り

ま
し
て
、
こ
の
職
責
を
全
う
し
た
い
所

存
で
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
、
格
別
の
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
切
に
お
願
い
を
申
し
上
げ
ま
し

て
、
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す。

雄

り
で
す
。一
般
会
計
補
正
予
算

補
正
総
額
は
、
七
億
四
千
六
百
二
十

計

5.225.111 

1.241.076 

814.194 

会計別補正予算額 (単位平円)

1 :æ~=__1 抽古 l 胃
会計別!現計予算額匡差額| 累

4.478.864 I 746.247 

1.239.242 I 1.834 

810.594 I 3.600 

ト般会計

特別会計

事業会計

妊婦の食事点検表

食 << 物 朝 畳 娩 言十

血 魚や肉を食べましたか

や肉 卵を食べましたか

大豆や大豆製品を食べましたか
な
る 牛乳を飲みましたか

だから をとと 小魚や海草を食べましたか

色の濃い野菜をしっかり食べましたか

車2生野菜か果物を食べましたか
カにやな熱る 油、パヲーなどを使いましたか

メ口〉、 言十

妊娠中の食生活を点検しましょう。
昨日食べたものにO印をつけてみましょう。
0印ひとつを 1点とします。さであなたの点
数は何点でしょう
この点検表を今日から毎日 1遇間つけて、あ
なたの7日間の平均点数を出してくださいρ

20点以上=よい

判定 19-10点=ふつう

9点、以下=わるい

(
新
谷
)
マ
松
岡
留
吉
(
糖
森
〉

マ
村
越
行
久
(
上
須
戒
)
マ
井
上
稿

芭
(
野
佐
来
)

しり

会
会
一

員
員
同

委
委
一

佐
一
佐
一

、I
、1
u

推
推
一

蓄
蓄
一

貯
貯
一

市
県
一

洲
媛
戸

大
愛
叩

「貯蓄の臼J
貯蓄がまもる

確かなく

祝
日
に
は
国
旗
を

掲
げ
ま
し
ょ
う
。

文
化
の
日
十
一
月
三
日

勤
労
感
謝
の
日

十
一
月
二
十
三
日

母
子
保
健
シ
リ
ー
ズ

妊
娠
中

妊
娠
し
た
ら
胎
児
の
発
育
、
胎
盤
の

形
成
の
た
め
に
多
量
の
栄
養
素
が
必
要

な
乙
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
・

ま
た
、
正
し
く
栄
養
が
と
れ
て
い
る

か
ど
う
か
は
、
母
体
の
健
康
に
も
影
響

し
、
正
常
な
好
娠
、
分
ベ
ん
、
産
じ
よ
く

経
過
を
直
接
、
間
接
に
左
右
し
ま
す
・

7.280.381 6，528，700 1751.681 計
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み
合
わ
せ
て
パ
一
フ
シ
ス
よ
く
食
べ
ま
し

ょ
う
。あ
な
た
の
食
事
を
、
点
検
表
で
診
断

し
て
み
て
く
だ
さ
い
.

同
食
生
活
の
ポ
イ
ジ
ト

①
ふ
や
レ
た
い
食
品

牛
乳
、
乳
製
品
、
魚
介
類
、
肉
類

大
一
豆
、
大
豆
製
品
、
植
物
油
、
緑
黄

野
菜
、
海
軍
、
小
魚
、
く
だ
も
の
な

ど
.
②
減
ら
し
た
い
食
品

香
辛
料
、
塩
分
の
多
い
食
品
、
ア

ル
コ
ー
ル
飲
料
1

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
.

③
つ
わ
り
の
と
き
は

食
べ
ら
れ
る
も
の

を
食
べ
ら
れ
る
と
き

に
と
る
よ
う
に
し
ま

す
。
聞
朝
昼
脆
に
こ
だ

わ
っ
た
り
、
栄
誉
L

神
経
質
に
な
り
過
ぎ

る
の
は
逆
効
果
で

す
，
と
に
か
く
、
な

に
か
食
べ
る
方
が
先

で
す
a

酢
の
も
の
、

サ
ラ
ダ
、
め
ん
類
な

ど
は
比
較
的
習
に
お

さ
ま
り
や
す
い
よ
う

で
す
。
④
食
塩
の
と
り
過

の
栄
養

ふ
六
ん
よ
り
い
っ
そ
う
食
べ
物
の
量

と
質
に
注
意
を
は
ら
ろ
必
要
が
あ
り
ま

す・川
食
べ
物
の
量
と
質

妊
娠
中
は
母
体
の
生
理
的
な
変
化
、

愉
児
の
発
育
を
考
慮
し
て
、
栄
養
量
を

満
た
す
よ
う
に
い
ろ
い
ろ
な
食
品
を
組

山

楠
南
山
の
ふ
も
と
標
高
寸

l
ト
ル

の
稲
荷
山
の
ゆ
る
や
か
な
傾
斜
地
帯
約

六
平
平
方
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
者
楓

(
1か
え
で
)
が
鮫
+
本
散
在
し
て
い

ま
す
.
乙
の
老
樹
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
の

藩
公
が
江
戸
か
ら
の
帰
途
、
高
雄
の
紅

葉
を
見
て
、
そ
乙
か
ら
苗
木
を
持
ち
帰

ら
せ
て
、
藩
公
の
祈
願
所
で
あ
る
稲
荷

神
社
の
社
前
一
帯
に
植
え
付
け
た
も
の

と
言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
・

初
代
藩
主
直
泰
の
菩
提
所
法
眼
寺
の

裏
庭
に
槙
え
た
も
の
と
同
じ
「
イ
ロ
ハ

モ
ミ
タ
」
で
同
時
代
の
も
の
で
あ
り
ま

す。
当
地
方
で
、
乙
の
よ
う
に
も
み
b
の

古
木
が
群
を
な
し
て
い
る
所
は
ほ
か
に

な
く
こ
れ
は
、
社
の
松
、
杉
に
よ
り
強

い
西
北
の
季
節
風
か
ら
保
護
さ
れ
、
か

つ
社
の
境
内
に
植
え
付
け
ら
れ
た
た
め

と
思
わ
れ
ま
す
・

紅
葉
山
に
は
、
樹
齢
三
百
年
を
と
え

る
古
木
が
あ
り
、
春
は
若
菜
、
夏
は
緑

陰
、
そ
し
て
、
秋
は
ま
ば
ゆ
い
ば
か
り

に
織
り
な
す
錦
葉
が
自
に
レ
む
、
市
内

随
一
の
紅
葉
の
名
所
で
あ
り
ま
す
。

葉紅の谷新

ぎ
を
避
け
る

妊
娠
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
ナ
ト

D
ワ
ム
が
体
内
に
蓄
積
さ
れ
や
す
く

な
り
、
む
く
み
や
す
く
な
り
ま
す
・

複
分
を
と
り
過
ぎ
な
円
ょ
う
昧
つ

け
は
薄
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

商
工
ま
つ
り
協
賛

邸
便
切
手
展

大
洲
郵
便
局
で
は
、
第
二
十
九
回
商

工
ま
つ
り
を
協
賛
し
て
、
大
洲
郵
趣
会

の
主
催
に
よ
り
郵
便
切
手
展
を
次
の
と

お
り
開
出
惜
し
ま
す
・

期
間
中
会
場
で
は
、
世
界
各
国
の
珍

し
い
切
手
、
美
レ
い
切
手
を
展
示
す
る

ほ
か
、
小
翌
日
付
印
の
棉
印
、
大
阪
万

国
博
や
沖
縄
海
洋
博
な
ど
各
種
記
念
切

手
の
即
売
、
及
川
日
郵
趣
用
吋
属
品
(
ス

ト
ッ
ク
ブ
ッ
ク
・
ア
ル
バ
ム
・
ピ
ン
セ

ッ
ト
な
ど
)
の
即
売
を
い
た
し
ま
ず
か

ら
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
お
気
軽
に
お

越
レ
く
だ
さ
い
.

と
き
十
一
月
一
日

t
十
一
月
四
日

午
前
九
時
1
午
後
五
時

と
乙
ろ
大
開
郵
便
局
一
一
塁
議
室

意見台

支舞早
害ーr:

5 七
あ u

E 守
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
レ
た
・

〈
敬
称
略
〉

一
万
三
千
六
百
二
+
円
(
県
共
同
募

金
会
へ
納
入
)

大
洲
市
若
宮
喜
多
農
業
共
済
組

合
職
員
一
同

衣
類
一
箱
(
香
川
県
小
豆
郡
内
海

町
長
宅
へ
送
付
)

大
洲
市
五
郎
大
野
文
登

ま
ご
こ
ろ
銀
行

次
の
か
た
が
た
が
、
社
ム
看
祉
事
業

の
た
め
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
と
、
ま

ご
と
ろ
銀
行
へ
預
託
さ
れ
ま
し
た
・

(
敬
称
略
)

金
一
封
大
洲
市
菅
田
町
菅
田
野
戸
司
郎

金
一
封
(
大
開
清
利
国
へ
)

大
洲
市
新
谷
町
久
保
ウ
タ
子

金
一
封
大
洲
市
新
谷
中
野
京
一

金
一
封
大
洲
市
柏
木

わ
ら
び
座
を
み
る
会
会
長
天
野
糸

枝
十
三
万
円
(
市
立
大
開
病
院
設
備
充

突
の
た
め
)

大

洲

市

大

洲

桜

田

博

つ
な
が
り
や
す

い
電
話

①
か
か
り
ゃ
す
い
代
表
番
号

二
台
以
上
電
話
を
お
持
ち
の
場
合
、

代
表
取
り
敏
い
に
し
ま
す
と
、
そ
の
代

表
番
号
を
一
回
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
だ
け
で

空
い
て
い
る
電
話
に
自
動
的
に
っ
た
が

り
、
と
て
も
か
か
り
ゃ
す
く
な
り
ま

す・
代
表
取
り
扱
い
に
さ
れ
る
と
と
ん
な

利
点
が
あ
り
ま
す
・

O
電
話
帳
へ
は
太
文
字
で
掲
載

O
代
表
取
り
扱
い
に
す
る
た
め
の
費
用

は
無
料
で
す
。

③
お
話
し
中
を
解
消
す
る

着
信
用
電
話

「
お
話
レ
中
が
多
い
」
と
お
得
意
先

か
ら
苦
情
は
あ
り
ま
せ
ん
か
・
:
:
:
・
・

た
い
せ
つ
な
お
客
様
を
逃
が
さ
な
い
た

め
に
受
け
る
だ
け
の
着
信
用
電
話
を
お

す
す
め
し
ま
す
・

。
三
万
三
百
円
で
す
ぐ
お
つ
け
で
き
ま

す・O
着
信
用
電
話
で
も
「
代
表
取
り
扱

い
」
に
す
る
と
電
話
帳
に
太
文
字
で

掲
載
さ
れ
ま
す
・

大
洲
電
報
電
話
局


